
聖霊の主よ 
F     Gm D Gm F   C    F 

聖霊の主よ いまここに 
F       C7 F B♭  Gm F C7 F 

臨んでください  新しく 
B♭    F      G7    C7 

砕き とかし 造り 満たし 
F     Gm D Gm F   C    F 

聖霊の主よ いまここに  

 
F     Gm D Gm F   C    F 

聖霊の主よ いまわれに 
F       C7 F B♭  Gm F C7 F 

臨んでください  新しく 
B♭     F      G7    C7 

きよめ 助け 強め 燃やし 
F     Gm D Gm F   C    F 

聖霊の主よ いまわれに  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

祈りのガイドライン 
 

１． 賛美と感謝の祈り 
 

イェス様の十字架で流された血潮と愛に感謝します。 
 

２． 悔い改めと主を慕い求める祈り 
自分の弱さを認め、主にゆだねましょう。 
 

 

３． 個人的な願いの祈り 
こころにある願いを何でも祈ります。 

聖霊様の力によって家族や周りに救いの御業がなされ 

ますように！ 
 

４．とりなしの祈り 
 

コロナの完全終息のためにお祈りください。 

６月から始まるすべての働きが祝福されますように！ 
 

（１） 瀬戸カルバリーチャペルの礼拝のため 

・地域の方々に主の平安が届けられますように 

・牧師家族のため・ジョイキッズ・次世代のため 

 

（２） 家族・親族・友人知人・ご近所の方のために 

（３） 病いや困難と闘っている兄弟姉妹のため 

（４） 日本のリバイバル・大和カルバリーチャペルのため 

聖霊様は、ご自分が歓迎されているかどうかを

見分けます。誰でも自分が軽んじられていると

ころには行きたくないでしょう。同じように、聖

霊様がどう感じておられるか、私たちは心を見

張らなくてはなりません。 
 

「油注ぎを尊重する」 ジョン・アーノット牧師 

 

１ ５ 

「祈りの小径（こみち）」の名称は、愛知県瀬戸市・せとものの街の名所「窯垣の
小径」と、詩人・八木重吉の作品にある「祈りの路」から名付けられました。 
各ページにある数字の順に、賛美→聖書→黙想→解説→祈りを致しましょう。 

祈りの小径（こみち） 

Number：011 瀬戸カルバリーチャペル 

 

【主の名を賛美しよう】 
F     C7/G  F/Ａ          

主の名を賛美しよう  
Dm7         G7 C7  

きよい手をあげ ともに 
 

 F/C     F/A   B♭   

賛美されるべきお方 
Gｍ Ｆ/C      Am   Dsus4 D7 

さあ賛美しよう 賛美しよう 
Gｍ    B♭/C   F 

主の名を賛美しよう 
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今日の聖書のことば 
ゆっくり読んで黙想しましょう。 

 

黙想とこころの投影の時間 
（感じたこと・恵まれたことをノートします） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q. ヨハネ１４章によると、聖霊様はどのような御方 

   ですか？ 

 

 

 

Q. 聖霊様を近くに感じることができますか？ 

聖霊様とお話ししたことがありますか？ 

 

 

Q. 聖霊様に助けていただいた（導かれた）経験が 

ありますか？ それを分かち合ってください。 

 

 

Q. どう祈ってよいか分からない時、どうしたらよい 

でしょうか？ 参照：ローマ８章２６～２７節 

 

みことばの解説 
 

 キリスト教の三大祭りのひとつ、ペンテコステ礼拝

（聖霊降臨記念日）には、聖霊様のお話をさせてい

ただきました（5/31YouTube をご覧ください）。 

 

 改めて、聖霊様は「いつまでも私たちと共にいてくだ

さる御方」。どのように？という質問に３つ答えました。 
 

（１）With You あなたと共に（慰め・勇気） 

（２）In You あなたの内に（御霊の実） 

（３）Upon You あなたの上に（証し人となる） 

 

イェス様は、聖霊様を、ご自分の代わりとして、私

たちを助けてくださる「助け主」と紹介してくださいまし

た（ヨハネ１４章）。どのような助けであるか？ 

ローマ人への手紙８章には詳細が記されています。 

 

①まずこの聖霊様（御霊）は、奴隷の霊ではなく、

子たる身分を授ける霊である（８の１５）にありま

す。つまり、私たちが神の子となり、天の神様を「お父

さま」と呼べるのは「聖霊様のお陰」というのです。 
 

②そしてローマ８章２６～２７節には、聖霊様が弱

い私たちのために「切なるうめきをもって、とりなし

てくださる」とあります。辛すぎて苦しすぎて祈れな

い時、つまずいて落胆して祈れない時、うめき声とな

ってくださるのが聖霊様。そして、注目は２７節。 
 

③聖霊様は、神様ですから、私たちのために「神

の御旨（みこころ）」にかなうとりなしをしてくださる

のです。 
   

聖霊様は「祈りの霊」・祈りのエキスパート（達人）で

す。目には見えないけれど確かな御方。さあ、今日も

胸に手を当て、目を閉じて告白しましょう。 

「聖霊様、あなたを歓迎します！」 

この御方が祈りを助け、導いてくださいます！Amen 

ヨハネによる福音書１４章１６節 

わたしは父にお願いしよう。そうすれば、父は別

に助け主を送って、いつまでもあなたがたと共

におらせて下さるであろう。 
 

＊助け主（パラクレイトスというギリシャ語）を、詳訳聖書は

「慰め主・助言者・助け主・とりなす者・弁護者・激励者・

援助者」と７つの言葉で表現しました。 

ローマ人への手紙８章２６～２７節 

8:26 御霊もまた同じように、弱いわたしを助け

て下さる。なぜなら、わたしたちはどう祈ったらよ

いかわからないが、御霊みずから、言葉にあらわ

せない切なるうめきをもって、わたしたちのため

にとりなして下さるからである。 

8:27 そして、人の心を探り知るかたは、御霊

の思うところがなんであるかを知っておられる。

なぜなら、御霊は、聖徒のために、神の御旨に

かなうとりなしをして下さるからである。 

２ ３ ４ 

ローマ人への手紙８章 14～１６節 

8:14 すべて神の御霊に導かれている者は、

すなわち、神の子である。8:15 あなたがたは

再び恐れをいだかせる奴隷の霊を受けたので

はなく、子たる身分を授ける霊を受けたのであ

る。その霊によって、わたしたちは「アバ、父よ」

と呼ぶのである。8:16 御霊みずから、わたした

ちの霊と共に、わたしたちが神の子であることを

あかしして下さる。 


